
平成20年 5月8日

１．業績

　主要前提

為替レート 116 円／米＄ 118 円／＄
ナフサ単価（国産） 50,000 円／KL 61,500 円／KL

　①損益計算書 (億円)

売上高 26,228 29,298
営業利益 1,286 1,250
　金融収支 △ 62 △ 63
　その他営業外 37 21
　持分法損益 152 81
経常利益 1,413 1,289
　特別利益 114 1,233
　特別損失 △ 149 △ 344

税引前利益 1,378 2,178
　法人税等 △ 334 △ 460
　少数株主損益 △ 41 △ 77

当期純利益 1,003 1,641

(＊1) 持分変動利益（医薬再編） 1,176 他

(＊2) 訴訟損失引当 △95、医薬再編関連 △49、固定資産整理損△46、鹿島事故関連 △30、関係会社整理損 △28　他

　セグメント別売上高 (億円) 参考：差異内訳（概算値）

H19/3 H20/3
石化 12,632 14,319

機能商品 9,084 9,242
機能化学 5,257 5,222
機能材料 3,827 4,020

ヘルスケア 3,047 3,958
その他 1,465 1,779

合計 26,228 29,298

　セグメント別営業利益 (億円) 参考：差異内訳（概算値）

H19/3 H20/3

石化 291 92

機能商品 584 553
機能化学 350 361
機能材料 234 192

ヘルスケア 396 572
その他 106 132
コーポレート △ 91 △ 99

合計 1,286 1,250

注） 一部連結子会社の所属セグメントを変更しており、前年実績値も H19/3 増減

組替えております。 35 109

△ 42 △ 40

　②貸借対照表 (億円） ＜増減（医薬再編除き）の主な内訳＞

H19/3末 H20/3末 総資産321億円の増加

流動資産 11,458 13,249 たな卸資産及び現預金増加、

固定資産 7,598 9,720 前期末休日影響により営業債権減少、

投融資等 4,132 4,689 保有株式時価下落により投資有価証券減少

資産計 23,188 27,658 負債305億円の増加

負債 15,600 16,699 有利子負債増加、前期末休日影響により

純資産 7,588 10,959 営業債務減少　他

株主資本 6,311 7,816 純資産16億円の増加

評価･換算差額等他 816 470 当期利益(+465)、配当金支払(△205)、

少数株主持分 461 2,673 保有株式時価下落により評価差額金減少

負債・純資産計 23,188 27,658

自己資本比率 30.7% 29.9% △ 0.8%
有利子負債（含割手） 7,433 8,231 798 注）自己資本：純資産の部合計－新株予約権－少数株主持分

Ｄ／Ｅレシオ 1.04 0.99 △ 0.05 　　Ｄ／Ｅレシオ＝有利子負債（含割手）／自己資本

ネットＤ／Ｅレシオ 0.95 0.79 △ 0.16 　　ネットＤ／Ｅレシオ＝｛有利子負債（含割手）ー現金及び現金同等物｝／自己資本

14

321

その他変動

16
329

△ 491
509

303

321

305

△ 327

△ 290

2,198

4,149

3,355

△ 480

△ 90
1,610

医薬再編

794

4,149

1,505
△ 346

1,176
△ 19

2,212

4,470

1,099

20
△ 10
180
0

310
数量差他

△ 79

100
1,260
1,210

2,180
46

△ 125

△ 125

その他差

70
10

業績予想
(1/31公表)

29,400
1,230
△ 80

10

H19/3 H20/3

△ 126

△ 124

△ 16

増減

率

△ 2.8%

△ 195
58.0%

増減

1,791

2,122
557

△ 230
1,380

4,470

3,371

△ 36

11
△ 42
176
26

3,070

800

増減

1,687

△ 36

売値差

△ 8

△ 199
△ 31

20

0

売買差

△ 110

911
193

△ 8

11.7%

△ 40

314

増減

1,119

63.5%638

158
△ 35

㈱三菱ケミカルホールディングス 　平成20年３月期決算概要（連結）

(参考)

H20/3H19/3

3,070
△ 36
△ 1

減価償却
制度変更金額

△ 250 220
390

△ 71
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　③キャッシュ･フロー (億円）

H20/3 　　税前利益(1,002：医薬再編持分変動利益除く)

1,562 　　減価償却費(1,022)、営業債権債務(275) 他

△1,780 設備投資(△1,763)、投融資(△120)、資産処分他(103)

△218 
709 有利子負債増加(892) 他

(△205)

491

486 医薬再編による現金及び現金同等物の受入(472) 他
1,657

２．次期業績予想

　主要前提
H20/3 H21/3（予想）

為替レート 118 105 円／＄
ナフサ単価（国産） 61,500 68,000 円／KL

　（三菱化学鹿島事業所火災事故影響）

　・第２エチレンプラントの状況
平成19年12月21日 　第２ｴﾁﾚﾝﾌﾟﾗﾝﾄ分解炉（全8炉）の2F-208より火災発生、操業全面停止
平成20年 3月19日 　全8炉中5炉（2F-201～205）の操業を再開
平成20年 5月半ば 　分解炉2F-206対策工事完了
平成20年 年内 　監督官庁のご了解を前提に分解炉2F-207の対策工事完了を計画

　・業績への影響 （億円）

（セグメントの変更について）
平成20年度より開始する新中期計画の進捗・実行において、より明確な管理及び情報発信をおこなって
いくために、セグメントの変更をおこなっております。
変更の概要につきましては、「（別紙）セグメント変更の概要図」をご参照ください。

　①損益計算書 (億円)

売上高 29,298 33,400 4,102
営業利益 1,250 1,580 330
　金融収支 △ 63 △ 70 △ 7

　その他営業外 21 80 59

　持分法損益 81 70 △ 11

経常利益 1,289 1,660 371
　特別利益 1,233 130 △ 1,103
　特別損失 △ 344 △ 230 114
税引前利益 2,178 1,560 △ 618
　法人税等 △ 460 △ 620 △ 160
　少数株主損益 △ 77 △ 240 △ 163

当期純利益 1,641 700 △ 941

　②セグメント別売上高予想 (億円) 参考：差異内訳（概算値）

H20/3 H21/3（予想）

4,013 4,200 187

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 2,924 3,100 176

ヘルスケア 3,958 5,100 1,142

ケミカルズ 11,788 11,700 △ 88
ポリマーズ 4,717 7,400 2,683
その他 1,898 1,900 2
合計 29,298 33,400 4,102

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ
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745
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　（うち配当金の支払）
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(内中間期）

2,000
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105
68,000

現金及び現金同等物の増減

新規連結及び換算差額等

現金及び現金同等物の期末残高

44

21
680

08/3月期 09/3月期 合計

事故起因損失 △ 112 △ 75 △ 187
  

営業利益 △ 82 △ 55 △ 137

営業外損益 - 120 120
　営業外費用 - △ 20 △ 20
　営業外収入 - 140 140

特別損益 △ 30 - △ 30

影響額合計 △ 47

減産・減販及び代替品の調達に
よる損失

事故に起因するﾌﾟﾗﾝﾄ停止・低稼働
に見合う固定費

利益喪失に係る受取保険金
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　③セグメント別営業利益予想 (億円) 参考：差異内訳（概算値）

H20/3 H21/3（予想）

319 330 11
ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 100 140 40
ヘルスケア 572 810 238
ケミカルズ 105 240 135
ポリマーズ 117 100 △ 17
その他 136 120 △ 16
コーポレート △ 99 △ 160 △ 61
合計 1,250 1,580 330

(*1)ケミカルズ・ポリマーズにおける中間期内訳 (*2)田辺三菱合併影響

１Ｑ ２Ｑ 中間期

ケミカルズ 10 60 70

ポリマーズ 0 20 20

３．配当の状況

H19/3
中間 ７円

期末 ７円

合計 １４円

中間 9,591

（百万円） 期末 9,588

合計 19,179

期末 73円25銭

合計 19.1%

４．その他
①連結範囲 （会社数）

H19/3 H20/3 内医薬再編

連結子会社 171 189 18 14
　国内 104 106 2 5
　海外 67 83 16 9
持分法適用会社 80 71 △ 9 5
　合　計 251 260 9 19

②設備投資額・減価償却費・研究開発費 (億円)

H20/3 H21/3（予想）

設備投資額 1,701 1,360 △ 341
減価償却費 1,022 1,220 198
研究開発費 1,121 1,380 259

５．トピックス

①プラント新設
（石化）
・三菱化学パフォーマンスポリマーズ社（米国・サウスカロライナ州）が、機能性樹脂コンパウンド製造設備

　の増設（年産4,600トン）を完了、稼動開始。（７月）

・三菱化学㈱が、中国浙江省寧波市大榭開発区において、ポリテトラメチレンエーテルグリコールの製造設備

　を新設（年産2万5,000トン）することを決定。（８月）

・日本ポリケム㈱が、タイ・インドにおけるポリプロピレンコンパウンドの製造設備新設を決定。（11月）
（機能商品）
・三菱化学ポリエステルフィルム㈱が滋賀事業所（滋賀県米原市）においてポリエステルフィルムの

　生産能力増強（年産1万トン）、及びコーティングラインの新設（年産4,000トン）を決定。（7月）
・三菱化学㈱が四日市事業所（三重県四日市市）において、リチウムイオン２次電池用電解液の製造設備
　の増強工事を完了し竣工。（１０月）
・三菱化学㈱が、水島事業所（岡山県倉敷市）において、リチウムイオン二次電池用正極材の量産設備

　の設置を決定。(3月)

②事業提携・再編等
（ヘルスケア）
・三菱ウェルファーマ㈱と田辺製薬㈱が合併し、田辺三菱製薬㈱が発足。（１０月）

③財務関連
・当社が、2011年満期ユーロ円建保証付取得条項付転換社債型新株予約権付社債（700億円）

　及び2013年満期ユーロ円建保証付取得条項付転換社債型新株予約権付社債（700億円）を発行（10月）
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△ 150 250 △ 40

△ 240 600 △ 250

0 △ 20 0
0 0 △ 60

（*2）

（*1）

（*1）

㈱三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ



（別紙）セグメント変更の概要図

分野 主要製品 セグメント 分野

コーポレート

ヘルスケア

化学品

機能商品

ヘルスケア

記録材料
情報機材

電子関連材料

ポリマーズ

炭素製品
肥料

エンジニアリング
運送及び倉庫業
不動産業

セグメント

新セグメント体系（平成20年4月以降）現行セグメント体系

その他

機能商品石化
精密化学品
有機中間体
高機能樹脂
樹脂加工品
複合材

医薬品
診断製品
臨床検査

基礎石化製品
化成品

合成繊維原料
炭素製品
肥料

石化

ヘルスケア

エレクトロニクス
アプリケーションズ

デザインド
マテリアルズ

ヘルスケア

ケミカルズ

合成樹脂・
コンパウンド

基礎石化製品
化成品

合成繊維原料

記録材料
情報機材

電子関連材料

　合成樹脂・コンパウンド

主要製品

コーポレート

樹脂加工品
複合材

機能
商品

機能化学

医薬品
診断製品
臨床検査

エンジニアリング
運送及び倉庫業
不動産業

機能材料

その他

精密化学品
有機中間体
高機能樹脂

平成20年3月期実績の組替（平成21年3月期業績予想対比用のための概算値）
(億円) (億円)

売上高 営業利益

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

　　　　　　　機能化学 5,222 361 ヘルスケア
　　　　　　　機能材料 4,020 192 ケミカルズ

ヘルスケア 3,958 572 ポリマーズ
その他 1,779 132 その他

コーポレート △ 99 コーポレート
合計 29,298 1,250 合計

△ 99
29,298 1,250

4,717 117

1,898 136

3,958 572

11,788 105

4,013 319

2,924 100
石化 14,319 92

H20/3（現行セグメント） H20/3（新セグメント）
売上高 営業利益

機能
商品

・情報電子材料
　（旧三菱樹脂）
・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ
・半導体関連材料

・電池機材

・物流/ｴﾝｼﾞ関連
　（旧三菱樹脂）

＋

＋

＋


